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第一回 
 開催日時 ： 平成 29 年 6 月 15 日(木)  10:30～12:00 
 開催場所 ： 森林総合研究所 第 2 会議室 
 
審査事項 
  実験計画 7 件を審査した。 

課題名：キタリス(Sciurus vulgaris) におけるタンニン含有餌の嗜好性  

 
課題名：ニホンリス(Sciurus lis) におけるタンニン含有餌の嗜好性  
 

課題名：ラットを用いたスギ花粉飛散防止液の安全性評価試験としての 
経口投与試験と経気道投与試験の実施  

    （他機関へ委託） 

課題名：シロアリ探知犬のシロアリ嗅ぎ分けメカニズム解明のための実験 

 
課題名：竹抽出液（エキス）の匂い刺激による腎臓交換神経活動に与える 

影響評価  
（他機関へ委託） 

課題名：野ネズミのタンニン耐性に及ぼす外気温の影響の解明 

 
課題名：トリフのラットを用いた急性経口毒性試験 

（他機関へ委託） 
審査結果 
  当所で定めた指針を遵守することを条件に 7 件とも承認された。 

 



第二回 
 平成 29 年 8 月 31 日より持ち回り開催 

 
審査事項 
実験計画 1 件を審査した。 
課題名：野ネズミの巣に生息するオオヤドリカニムシの便乗メカニズムの 

解明 
審査結果 
  当所で定めた指針を遵守することを条件に実験計画の変更を許可した。 

 

以上 


